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研究の背景

・身体に何らかの障害を有している場合では、健常者のほぼ
3倍近く以上も“座りすぎ”や不活動の状態であると報告さ
れている。
（Lakowski, T. et al (2011) Proceedings: Physical Activity and Sport for People with Disabilities. Washington, DC: 
Georgetown University Center for Child and Human Development.）

・成人の障害者の定期的なスポーツ実施率は健常者の半分以
下と報告がされ、障害者のスポーツ実施率は極めて低い状況
である。（文部科学省「体力・スポーツに関する世論調査」,2013）

障害児においても、体を動かす機会が少ないことで、
心身の発達が阻害されていることはないだろうか？



研究の背景

・海外では、障害児向けのParalympic Education 
programやガイドラインなどの発行をし、スポーツ・健
康教育の推進・普及を行っている。

・日本における障害児のスポーツの実施に関する先行
研究では、学校や教員などを対象とした体育の授業や
部活動に関する調査研究が行われている。

→学校以外の地域での活動の実施状況や、障害当事者や家族など
取り巻く周囲のニーズを直接的に反映できるものではない。

障害児に関わる地域でのスポーツの実施状況の調査やそ
のニーズを含めた調査が行われていない。



目的

研究課題1
障害を有する児童や生徒のレク・スポーツの実施
状況の調査

研究課題2
レク・スポーツ推進のための健康教育を取り入れ
たブックレットの開発・作成

障害児におけるレクリエーション・スポーツ（レ
ク・スポーツ）の実施状況、現状の課題、およびそ
の推進策について検討をすることを目的とした。



研究課題1

レク・スポーツ推進のための基礎研究

・本研究に協力の得られた公立の特別支援学校5校（肢体不
自由、聴覚障害、視覚障害、知的障害）を介し、特別支援学
校に通学する保護者860名に調査票の配布の依頼をした。

研究手続き

・調査票配布から3週間を期限とし、研究者宛に調査票を返
送する方法にて調査票を回収した。調査は、自記式質問紙調
査とした。

・統計分析は、SPSS Ver 21 for Windows を用いて、記述的
統計手法を用いて行った。



調査内容

 回答者および児童・生徒の属性

 過去1年間のレク・スポーツの実施に関する項目

 レク・スポーツの実施にあたっての促進因子・阻害因子に
関する項目

 2020年のオリンピック・パラリンピックに対する意識変
化・行動変化

 平日・休日の自宅滞在時間

 地域のスポーツ特化型活動の利用の興味度

 今後のレク・スポーツに対する要望に関する項目



結果:対象者

調査票は配布された860名の内、回収は208名の返
送があった（回収率24.1％）。その中から、データ
の欠損がある5名を除外し、203名をデータの分析対
象とした。

回答者とその児童・生徒の属性

人 (n=203) %

回答者性別

男 14 6.9 

女 189 93.1 

回答者年齢

30代 27 14.2 

40代 125 65.8 

50代以上 51 26.4 

児童・生徒の性別

男 100 49.3 

女 103 50.7 

児童・生徒の所属 (n=199)

幼・小等部 89 43.9 

中等部 50 24.6 

高等部 60 29.6 



対象者の属性

重複障害数障害名 (複数回答）

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

肢体不自由（要車いす）

肢体不自由（車いす無し）

視覚障害

聴覚障害

音声，言語，咀嚼機能障害

内部障害

知的障害

発達障害

精神障害

その他の障害

51.2 

8.4 

15.3 

16.7 

12.3 

3.0 

58.1 

20.2 

2.5 

2.0 

[%] [%]
n=203

重複障害を有している児童・生徒が、約半数の51.8%を示した。
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対象者の属性
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いずれの手帳の等級も最も重度を示す割合が多かった。

n=147 n=108



過去1年間のレク・スポーツの実施状況

[%][%]
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過去1年間のレク・スポーツの実施状況 平均的なレク・スポーツの活動頻度

学校以外（課外）でのレク・スポーツの実施は、半数を超える児
童・生徒がない（54.7％）と回答をした。

n=203 n=90



レク・スポーツの実施する目的

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

その他

リハビリテーションの一環

楽しみのため

気分転換・ストレス解消

健康の維持・増進

健常者と交流

体型維持・改善

目標や記録への挑戦

友人・家族との交流
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実施頻度の高い種目レク・スポーツの実施する目的
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レク・スポーツの実施目的と阻害因子

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

家族

友人

施設・学校の仲間

スポーツクラブなどの仲間

福祉・医療施設の職員

教職員・ボランティア

その他

35.7 

2.4 

15.5 

14.3 

4.8 

23.8 

3.6 

一緒にレク・スポーツを実施している人 レク・スポーツの実施の阻害因子

[%] [%]

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

その他

やりたいと思うものがない

医者に止められている

家族の負担が大きい

介助者がいない

金銭的に負担

交通手段・移動手段がない

指導者がいない

施設がない

時間がない

障害に適したものがない

情報がない

体験する機会がない

体力がない

仲間がいない

特になし
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学校 病院 自治体
施設の活用促進 イベントや教室の情報提供

福祉サービスの利用促進 スポーツの観戦の促進

上記複数項目の提供 その他

受けたことはない

学校、病院、自治体からの
レク・スポーツの促進に向けた支援

学校、病院、自治体からの情報提供や支援について、受けたことがないと示した
割合は、学校（30.8%）、病院（95.4 ）、自治体（66.5%）であった。



平日・休日の自宅滞在時間と
地域のスポーツ特化型活動の利用興味度

平日・休日の自宅滞在時間 ( h/day)
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2020年のオリ・パラ招致決定による
パラリンピックに対する意識・行動変化

[%]

93.6 

6.4 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

ない ある

[%]

オリ・パラ招致による意識変化 オリ・パラ招致による行動変化

本研究の回答者の意識変化について「興味がない」と回答した割合は
75.5%であり、障害のない健常成人を上回る数値を示した。また、行動変化
においても、93.6%の回答者が行動変化を認めていない。
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（塩田ら，体育学研究2016）
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レク・スポーツの実施にあたっての
今後の取り組みに対する要望

 取り掛かりやすさ・活動の選択の幅
・地域から気軽にはじめられるもの

（同じ障害をもつ仲間や、特別支援学校の共通の友達がいるなど）
・重度の障がいがあっても気軽に取り組めるスポーツの開発

サポート面
・送迎
・医療的ケアの子を受け入れ可能にするための医療機関との連携

指導者
・障害とスポーツ両方に精通した指導者

障害に対する理解
・障害を持つ人達への理解

施設面
・地域の身近なスポーツセンターなどの利用

情報面
・情報が欲しい（様々な面での情報の不足）

（自由記述）



研究課題2.
テキストの開発

ブックレットの作成においては、「障害に関する基礎知識」「レクリエーション編」
「競技編」の項目を設定し、様々な機能レベルの障害にも対応できるように作成を行った。



研究課題2.
テキストの内容



今後の取組みの方向性

Creating inclusive sports participation in disabled sports 

Sport festival in community Invited the game 
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まとめ

・障害を有した児童・生徒のレクリエーション・スポーツの実施率は低
いことが示された。

・実施にあたっての阻害になる因子として、家族の負担や障害の特性に
応じたレクリエーション・スポーツがないといった面があげられた。

・公的機関などによる情報環境やサポート体制も充分でないことも明ら
かとなった。

・東京オリンピック・パラリンピック招致決定以降においても、一般地
域レベルでの普及促進には至っていないと考えられる。

・地域でのスポーツ活動に対する興味は高い。

地域の中で、誰もがスポーツを楽しめるような環境作
りの必要性が増している。



本研究の限界点と今後の展望

・今後、学校、病院、自治体といった地域に合わせた公
的機関の連携や障害児や家族のニーズなどが反映された
形での普及・促進の展開が望まれる。

・オリパラの招致は単なるスポーツ大会の招致のみななら
ず、スポーツを通じて、社会全体の環境作りの良い好機に
していく必要がある。

・本報告においては記述統計的に全体の実態把握にすぎ
ないため、今後、障害特性、年齢・学年ごとの推移など
からも、レク・スポーツ実施の推移や促進・阻害因子に
ついて分析を行う必要がある。
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Thank you for your attention

“スポーツは社会を変革する大きな力を持っている”
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